
講師
⼤募集!

居住地
不問

年齢
不問

未経験
OK

副業・本業
不問

⾼額報酬でお誘いします

未来調達研究所株式会社セミナー事務局

私たちは調達・購買業務の発展と進化を
⼼より願いながら活動をしています。
ぜひ理念に共有いただく⽅のご参加を
よろしくお願いします。

MAIL info@future-procurement.com
H���P www.future-procurement.com/

未来調達研究所各種連絡先は下記のとおりです

報酬 ・成果報酬制度、詳細は次⾴
＊ただし報酬⽔準は他社以上

条件 ・顔を出して講義ができること
・Zoom等、最低限のITスキルがあること
・常識⼈であること
・参加者を「仲間」として尊重いただくこと
・参加者に建設的なフィードバックを⾏うこと

対象講義 ・調達・購買（・⽣産）関連

応募⽅法 ・「講師育成講座」のご受講
＊⼀度だけ受けていただきます



「調達人材の活躍の場と仕事を創ろう。
世の中の調達業務をもっと進化させよう。」

■まず「講師育成講座」にお申し込みください。
● 1 2月 1 6日（月） 1 9 : 0 0～ 2 1 : 0 0
参加費： 2 0 , 0 0 0円（税込）

なお無料でもいいのですが真剣な方を募るためです。
当日に参加いただけなくても録画を確認いただけます。
心 意 気 と 挑 戦 を お 願 い し て お り ま す の で 2 0 , 0 0 0 円 の 支 払 い が 金 銭 的 に

ギ リ ギ リ の 場 合 は ご 遠 慮 い た だ い た ほ う が い い か も し れ ま せ ん 。

■ 「講師育成講座」内容
坂口孝則（未来調達研究所）がセミナー講師となる際の
講義資料の作成方法や話し方や姿勢等を話します。

■応募 U R L： h t t p s : / / w w w . f u t u r e - p r o c u r e m e n t . c o m / e v e n t / p r o c u r e m e n t t e a c h e r

■以降は実際にセミナー資料を作成いただき参加者同士で
フィードバックを行う場を作ります。
● 2 0 2 5年 1月 X X（ X） 1 9 : 0 0～ 2 1 : 0 0 ＊ご参加者と日程要相談

● 2 0 2 5年 1月 X X（ X） 1 9 : 0 0～ 2 1 : 0 0 ＊ご参加者と日程要相談

● 2 0 2 5年 2月 X X（ X） 1 9 : 0 0～ 2 1 : 0 0 ＊ご参加者と日程要相談

これらもできるだけご参加ください。

■それ以降、一定水準以上にあるものは、 2 0 2 5年以降に
開始する「未来調達研究所 T V（仮）」で放送します。
これは調達セミナーを放送するもので、講師には参加者
の数に応じて報酬が入ります。
また、さらに講義レベルが高い場合は、他セミナー会社
も紹介しますので、活躍の場は広がると思います。
ただ未来調達研究所として、一定水準以上の品質保証は
行う必要がありますのでご理解お願いします。

【報酬事例】＊ 2万円の受講料で 2 0人が集まった場合
2万円 /人 × 2 0人 = 4 0万円
4 0万円 × 5割＝ 2 0万円←一回の講義での講師への報酬
＊ な お 5 割 の 還 元 は 業 界 水 準 か ら し て き わ め て 高 い 比 率 で す の で 、 ぜ ひ
他 セ ミ ナ ー 会 社 事 例 を 調 べ て み て く だ さ い 。

＊ 上 記 は 未 来 調 達 研 究 所 T V で の 報 酬 事 例 で す 。 他 セ ミ ナ ー 会 社 で の 実 施
に つ い て は 各 会 社 の 報 酬 額 に よ っ て 左 右 さ れ ま す 。

https://www.future-procurement.com/event/procurementteacher


その他、お読みいただきたいこと

「未来調達研究所 T V（仮）」は通常のオンラインセミ
ナーとは異なり、収録済の動画を放送する予定です。した
がって、講師はその場にいる必要はなく、質問には後日お
答えいただくスタイルです。よって副業として講師をやっ
てみた方にも理想的といえます。もちろん他のセミナー・
研修会社でご登壇することになった場合は、その日を空け
ていただく必要があります。ただ、それは実現してから心
配すればよいはずです。この取り組みでは、講師が集客を
するほどに報酬も伸びる方式としております。

なお、「未来調達研究所 T V（仮）」における未来調達研
究所側の取り分は、すべて「未来調達研究所 T V（仮）」
の宣伝広告費に使う予定です。調達業務のレベルアップを
図るために、この一連の取り組みを広めてまいります。こ
れによって、さらに講義の受講生数増加に寄与していく所
存です。

また、講義内容については可能な限り、他で視聴できない
内容であれば人気になる可能性が高いといえます。ぜひ、
ご自身の棚卸しをしつつお考えください。

受講に関する約款および免責事項
本 約 款 は 、 未 来 調 達 研 究 所 株 式 会 社 （ 以 下 「 当 社 」 ） が 提 供 す る 講 師 養 成 講 座 （ 以 下 「 本 講 座 」 ） に 関 し 、
受 講 者 と 当 社 の 間 で の 権 利 義 務 お よ び 責 任 範 囲 を 明 確 に す る こ と を 目 的 と し ま す 。 受 講 者 が 所 定 の 手 続 き
に よ り 申 し 込 み を 行 い 、 当 社 が こ れ を 承 諾 し 、 見 積 書 兼 請 求 書 を 送 付 し 、 か か る 金 額 を 振 り 込 ん だ 時 点 で
受 講 契 約 が 成 立 し ま す 。 当 社 は 、 講 座 の 内 容 や 日 程 を 予 告 な く 変 更 す る 権 利 を 有 す る も の の 、 で き る か ぎ
り 受 講 者 に 配 慮 と 常 識 的 な 対 応 を 心 が け ま す 。 ま た 、 以 降 、 こ の 時 代 に お い て 、 次 の よ う な こ と を 念 の た
め に 書 か ざ る を え な い こ と は ご 理 解 と ご 容 赦 を お 願 い し ま す 。 本 講 座 は 、 受 講 者 が 調 達 講 師 と し て の 成 功
を 収 め る こ と 、 あ る い は 当 社 も し く は 第 三 者 に よ る 講 師 契 約 の 締 結 を 保 証 す る も の で は あ り ま せ ん 。 ま た 、
本 講 座 の 受 講 は 、 あ く ま で も 受 講 者 自 身 の 成 長 や 専 門 性 の 開 発 を 支 援 す る た め の 機 会 の 提 供 と な っ て お り
ま す の で ご 理 解 く だ さ い 。 い ろ い ろ な 受 講 生 が あ る か も し れ ま せ ん し 、 当 社 は 、 受 講 者 が 本 講 座 を 修 了 し
た 後 で あ っ て も 、 当 該 受 講 者 の 能 力 、 適 性 、 専 門 性 、 ま た は 講 師 と し て の 資 質 が 、 当 社 が 定 め る 基 準 に 達
し て い な い と 合 理 的 に 判 断 し た 場 合 、 当 該 受 講 者 と の 講 師 契 約 を 締 結 し な い 権 利 が あ り ま す 。 こ の 点 だ け
は ご 理 解 く だ さ い 。 未 来 調 達 研 究 所 と し て は 多 く の 講 師 を 増 や し た ほ う が 収 益 的 に 有 利 で す 。 し か し 、 さ
ま ざ ま な ケ ー ス が 考 え ら れ る た め で す 。 当 社 の 判 断 基 準 お よ び 評 価 過 程 に つ い て は 非 公 開 と し 、 受 講 者 に
対 し て 説 明 責 任 を 負 う こ と が で き ま せ ん 。 同 様 に 、 本 講 座 を 修 了 し た こ と が 、 受 講 者 の 将 来 的 な 雇 用 、 フ
リ ー ラ ン ス 契 約 、 キ ャ リ ア パ ス の 確 立 、 ま た は 他 の 職 業 的 成 功 を 保 証 す る も の で は あ り ま せ ん 。 受 講 者 が
講 師 と し て 活 動 を 行 う 上 で 発 生 す る 困 難 、 例 え ば 市 場 ニ ー ズ の 変 動 、 競 合 他 社 の 存 在 に 起 因 す る 結 果 に つ
い て も 、 当 社 は 責 任 を 負 う こ と が で き ま せ ん 。 前 提 と し て は 、 受 講 者 た る 講 師 の 成 功 は 研 鑽 、 経 験 、 市 場
や 業 界 の 動 向 に 対 応 す る 柔 軟 な 姿 勢 に 依 存 す る と こ ろ が 大 き い と 思 わ れ ま す 。 本 講 座 の 運 営 に 関 連 し て 受
講 者 が 被 っ た 損 害 は 、 そ れ 自 体 が 考 え に く い も の で は あ る も の の 、 そ の 責 任 は 受 講 者 が 支 払 っ た 受 講 料 の
総 額 を 上 限 と し ま す 。 講 義 内 容 は 、 最 新 の 業 界 動 向 や 受 講 者 の ニ ー ズ に 応 じ て 随 時 変 更 さ れ る 場 合 が あ り
ま す 。 受 講 者 は 、 他 の 受 講 者 の コ ン テ ン ツ を 事 前 の 承 諾 な く 複 製 、 転 用 、 再 配 布 す る こ と は で き ま せ ん 。
当 社 は 、 受 講 者 か ら 提 供 さ れ た 個 人 情 報 を 適 切 に 管 理 し 、 本 講 座 の 運 営 に 必 要 な 範 囲 内 で の み 使 用 し ま す 。
受 講 者 は 、 講 師 お よ び 他 の 受 講 者 の 個 人 情 報 を 、 本 人 の 承 諾 な く 第 三 者 に 提 供 し て は な り ま せ ん 。 受 講 者
は 、 以 下 の 行 為 を 行 っ て は な り ま せ ん 。 他 の 受 講 者 、 講 師 、 当 社 ス タ ッ フ に 対 す る 誹 謗 中 傷 や 迷 惑 行 為 。
講 座 内 容 を 無 断 で 第 三 者 に 公 開 す る 行 為 。 本 講 座 を 通 じ て 知 り 得 た 情 報 を 不 正 に 利 用 す る 行 為 。 天 災 地 変 、
法 令 の 改 廃 、 行 政 指 導 、 感 染 症 の 流 行 そ の 他 の 不 可 抗 力 に よ り 、 本 講 座 の 運 営 が 不 可 能 と な っ た 場 合 、 当
社 は そ の 責 任 を 負 い ま せ ん 。 た だ し 代 替 日 を 提 示 し 、 振 替 の 講 義 を 行 い ま す 。 受 講 者 が 得 た ス キ ル を 活 か
し 、 講 師 活 動 を 開 始 す る た め の さ ら な る 研 鑽 を 推 奨 い た し ま す 。 な お 当 社 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に お い て 収
益 が 生 じ た 場 合 は そ の 半 額 を 講 師 に 支 払 う も の と し ま す 。 同 じ く 当 社 が 紹 介 し た 他 の 研 修 ・ セ ミ ナ ー 会 社
で 収 益 が 生 じ た 場 合 、 以 降 全 て の の 収 益 に つ い て 同 じ く 半 額 を 支 払 う も の と し ま す 。 当 然 な が ら 、 当 社 が
紹 介 し て い な い 企 業 と の 収 益 に つ い て 当 社 は 講 師 に な ん ら 権 利 を 有 し ま せ ん 。 た だ 、 講 師 が 帰 属 企 業 、 な
ら び に 以 前 の 帰 属 企 業 が 有 す る 機 密 事 項 等 を 犯 し て し ま わ ぬ よ う 心 が け て 資 料 を 作 成 い た だ く の は 当 然 と
し て 、 帰 属 企 業 な ら び に 以 前 の 帰 属 企 業 か ら の 賠 償 請 求 等 に は 当 社 は 責 任 を 有 す る こ と が で き な い 点 は 、
ご 理 解 く だ さ い 。 そ の 場 合 は 、 講 師 が ご 対 応 い た だ く こ と に な り ま す 。 た だ 逆 に 、 講 師 の 資 料 の 著 作 権 は
当 社 に は な く 、 講 師 に 帰 属 し ま す 。 そ の 点 は ご 安 心 く だ さ い 。
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